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1）ロックダウンをしない、マスクを強要しないなどの政策ばかり

が強調されているが、もともと「風邪をひいた時には症状が治

まるまでステイホームする」というリテラシーが徹底していた。

2）流行し始めの頃は「命のトリアージ」や病院（ほとんど公立）の

機敏な病床転換がなされ重症者へ対応し、一般市民はステイ

ホーム・キープディスタンスの徹底や多人数の集会制限はき

ちんと守られていた。

スウェーデンのコロナ対応（1）

2



3）これまでの間にワクチン接種場や抗原・PCR検査所が市内各所

に設けられた。高齢者はほぼワクチンの4回目接種が済み、9月

から5回目接種が始まる。

4）もともと医療機関へのアクセスは難しく、重症者は「1199」に電話

してトリアージナースの対応を経て病院救急を受診する。この

トリアージナースは軽症者へのセルフチェック・セルフメディケー

ションの指導も行う。

スウェーデンのコロナ対応（2）
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5）罹患したと思った人は薬局へ行き、抗原検査キットや必要

なセルフメディケーション薬剤を買い込む。

6）トリアージナースが必要と判断した症例は病院救急の受診が

でき、入院検討される。

スウェーデンのコロナ対応（3）
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PCR陽性帰国難民になってし
まいました

後日改めて受けるPCR検査で陰性にならな

い限り航空機搭乗ができません

国内の療養解除規定は適応されません

帰国便の再予約と絡むと旅行先でかなりの

ストレスとなります

日本の場合、独自の証明書を要求されます
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■搭乗OKの判断を国内での療養解除規定と同等にするべき、さらなる安全を期す

るには「無症状になったら」を加えればよいのではないか

■そのため帰国時検疫アプリ「my SOS」を修正することを提案したい

■渡航中の状態報告（第一ステップ）の「風邪症状がありましたか」にチェックがつい

た人に以下の質問を加える

1）症状はいつから始まったか
2）症状はいつ治ったか
3）抗原検査やPCR検査で陽性になったか

■現状、PCR陰性証明を求める国は中国ほか数カ国と日本だけ

PCR陽性帰国難民を減らすために
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